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刈
り
入
れ
が
終
る
と
冬
が
駈
足
で
や
っ
て
く
る
 

ま
だ
里
に
紅
葉
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
 

長
い
旅
を
終
え
た
白
鳥
が
 

海
や
湖
に
翼
を
休
め
た
と
い
う
便
り
が
き
て
 

気
ま
ぐ
れ
の
雪
は
秋
の
色
を
乱
し
て
し
ま
う
 

十
一
月
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
 

秋
は
華
麗
な
饗
宴
を
閉
じ
よ
う
と
し
 

自
然
は
つ
ぎ
の
開
幕
に
備
え
て
 

冬
の
演
技
に
と
り
か
か
る
の
で
あ
る
 

小
春
日
和
を
あ
て
に
し
て
も
し
か
た
が
な
い
 

カ
ッ
チ
ョ
だ
け
で
も
片
づ
け
て
お
こ
う
 

木
枯
し
の
な
か
で
人
々
は
冬
に
備
え
る
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」
一
軒
）
」
一
）,
 

市
で
は
、
消
費
性
の
高
い
ク

う
ま
い
米
、
良
質
米
4
づ
く
り

を
す
す
め
る

一
方
、
米
の
商
品

化
の
情
勢
に
対
応
し
て
銘
柄
米

と
し
て
 「
ム
ツ
ニ
シ
キ
」
仕
分
 

一
 
一
（
 

ニ
夢
一
（
」
 

h
売
芦
 

一
一
魁
」
ず
 

「
葡
「
 

一
 

一

一
 

鷺
「
 

雪
一
哩
？
一
 

」二博ン＝ 

け
品
種

「
ム
ツ
ヒ
カ
リ
」
青
森

県
の
準
奨
励
品
種
で
あ
る

「
む

つ
あ
さ
ひ
」
を
選
定
し
、
市
場

価
値
の
高

揚
に
努
め
て
い

ま
 

す
。
 

し
か
し
、
多
 

収
で
病
虫
害
に

強
い
 「
レ
イ
メ

イ
」
の
作
付
け

が
四
十
七
年
産

米
で
全
体
の
八

一
督
（
一
三
 
九

〇
四
分
）
と
大

半
を
し
め
銘
柄

米
に
選
定
し
た
 

「
ム
ツ
ニ
シ
キ
 

」
は
百
六
十
紛
 

（
」
鳶）
準
奨

励
品
種
の

「
む

つ
あ
さ
ひ
」
は

二
十
五
紛

（〇
 

・

五
督
）
 
にす

ぎ
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
市

は
、
銘
柄
、
奨

励
品
種
の
作
付

け
に
必
要
な
種

モ
ミ
の
購
入
費

に
補
助

（
四
十

八
年
用
は
購
入

経
費
の
三
分
の

一
）
 
す
る
ほ

か
、
市
産
米
改

良
協
議
会

（
佐

々
木
栄
造
会
長
 

）
が
主
体
に
な

っ
て
奨
励
品
種
 

の
試
験
展
示
圃

（
四
十
八年
度

三
カ
所
）
を
設
け
、
 一
般
農
家

に
も
種
子
の
更
新
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
 

函
館
市
で
開
く
ク
五
所
川
原

米
4
の
試
食
会
に
は
、
 「
ム
ツ

ニ
シ
キ
」
 
「
むつ
あ
さ
ひ
」
の

ほ
か
現
在
最
も
作
付
け
が
多
い
 

「
レ
イ
メ
イ
」
の
新
米
を
宣
伝

し
ま
す
が
、
市
側
か
ら
は
佐
々

木
市
長
は
じ
め
農
林
課
、
商
工

観
光
課
の
ほ
か
市
内
の
農
協

（
 

川
除
、
嘉
瀬
も
含
む
七
農
協
）
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
の
一
行

十
五
人
の
宣
伝
隊
で
編
成
さ
れ

ま
す
。
 

当
日
午
前
七
時
二
十
分
、
青

森
を
発
ち
、
午
前
十

一
時
半
か

ら
函
館
市
の
婦
人

セ
ン
タ
ー
を

会
場
に

「
試
食
会」
を
開
き
ま

す
。
 

こ
の
試
食
会
に
は
函
館
市
内

の
一
般
婦
人
消
費
者
二
十
人
の
 
 

ほ
か
、
函
館
市
、
函
館
商
工
会

議
所
、
同
青
年
会
議
所
、
ま
た

市
内
の
米
卸
し
、
小
売
り
業
者

な
ど
、
あ
わ
せ
て
三
十
人
が
出

席
し
、
新
米
を
試
食
し
な
が
ら

ク
五
所
川
原
米

4
の
味
を
批
判

し
て
も
ら
い
ま
す
。
 

試
食
会
の
結
果
に
つ
い
て
は

細
か
く
分
析
し
、
今
後
消
費
者

の
好
み
に
あ
っ
た
ク
五
所
川
原

米
4
づ
く
り
を
強
力
に
お
し
す

す
め
、
五
所
川
原
の
銘
柄
米
と

し
て
県
外
に
広
く
売
り
出
す
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

と
」
「
‘
，
，

一
」
三
三
三
】
，
●
●
コ
ー
「
ニ
！
ニ
」
，
 

7
0歳
以
上
の
医
 

療
費

は
無

料
 

「
老
人
福
祉
法
」
の

一
部
改

正
で
、
四
十
八
年
一
月
一
日
か

ら
満
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ

り
の
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま

す
。
 

こ
れ
ま
で

「
社
保
」
は
五
割
 

「
国
保
」
が
三
割
の
一
部
負
担

金
を
払
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
一
部
負
担
金
を
公
費
（
国
、
 

県
、
市
町
村
）
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
 

し
か
し
、
本
人
の
年
間
所
得

が
三
十
八
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
所
得
制
限
が
あ
り
、
 

無
料
の
対
象
に
な
る
か
は
十

一

月
二
十
二
日
か
ら
市
健
康
年
金

課
で
受
け
付
け
す
る
申
請
書
に

も
と
づ
き
審
査
し
て
決
定
さ
れ

ま
す
。
 

倉庫に積まれる、五所川原米、 

函
舘
で
初
の
試
食
会
開

く
 

2
1日
、婦
人
消
費
者
ら
と
懇
談
 

自
主
流
通
米
制
度
の
発
足
以
来
、
米
生
産
調
整
 

（
減反
）
ま
た
五
段
階
法
に
よ
る
銘
柄
地
域
格
 

差
の
実
施
と
、
お
米
を
と
り
ま
く
情
勢
は
激
し
 

く
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
市
で
は
米
の
自
主
 

流
通
、
商
品
化
に
対
応
し
て
消
費
者
に
好
ま
れ
 

る
ク
五
所
川
原
米
4
を
宣
伝
す
る
た
め
十
一
月
 

二
十
一
日
、
函
館
市
で
県
外
で
は
初
め
て
の
 
「
 

試
食
会
」
を
開
き
売
り
出
す
ま
す
。
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住みよい 

環境づくりに 

でんわ⑤1414 

「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
決
ま
る
 

越
谷
、
伊
藤
氏

に
功
労
賞
 

②
 

1
1県
大
会
優
勝
の
団
体
も
1
1
 

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
市

民
を
表
彰
す
る
た
め
、
四
十
七

年
度
か
ら

「
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
 

を
制
定
し
ま
し
た
が
、
第
一
回

受
賞
者
に
は
ふ
た
り
の
功
労
者

と
十
二
人
の
個
人
お
よ
び
十
団

体
が
決
ま
り
、
十
一
月
十
日
午

後
二
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で

授
賞
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

「
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
」
は
、
四

月
一
日
か
ら
適
用
を
う
け
る
五

所
川
原
市
ス
ポ
ー
ッ
賞
に
関
す

る
規
則
に
よ
る
も
の
で

「
国
際

ス
ポ

ー
ッ
大
会
の
代
表
選
手
、
 

ま
た
は
全
国
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
」
 
「県
ス
ポ

ー
ツ

大
会
で
優
勝
し
た
も
の
」
 
「
長

年
に
わ
た
り
選
手
の
養
成
に
あ

た
り
、
ス
ポ
ー
ッ
団
体
の
育
成

に
功
労
が
あ
っ
た
」
市
民
を
表

彰
し
ま
す
。
 

表
彰
の
決
定
は
、
各
種
ス
ポ
 
 

ー
ッ
団
体
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た

個
人
、
団
体
に
つ
い
て

「
市
ス

ポ
ー
ッ
振
興
審
議
会

（増
田
桓

一
会
長
）
」
に
は
か
つ
て
市
教

育
委
員
会
が
決
め
ま
す
。
 

第
一
回
功
労
賞
に
は
、
弓
道

を
愛
し
て
五
十
年
、
そ
の
間
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
と
後
輩
の
指
導
に

あ
た
り
市
の
弓
道
発
展
に
尽
し

た
越
谷
吉
助
氏
（
七
八
）
廿
市

内
柳
町
井
、
戦
後
自
宅
の
二
階

を
卓
球
ホ
ー
ル
と
し
て

一
般
市

民
に
開
放
し
、
試
合
な
ど
の
企

画
、
運
営
に
あ
た
っ
て
市
の
卓

球
の
発
展
に
尽
し
た
伊
藤
金
作

氏

（
六
九
）
廿
市
内
大
町
廿
、
 

の
ふ
た
り
が
受
賞
し
ま
し
た
。
 

個
人
、
団
体
で

「
市
ス
ポ

ー
 

ッ
賞
」
を
う
け
た
の
は
四
十
七

年
度
の
こ
れ
ま
で
に
国
体
県
予

選
会
、
高
校
総
体
、
県
青
年
大

会
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
県
大

会
な
ど
で
優
勝
し
た
次
の
個
人

団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

な
お
当
日
の
表
彰
式
で
は
、
 

伊
藤
定
一
市
教
育
委
員
長
が

「
 

今
回
の
受
賞
を
記
念
に

一
層
地

域
の
ス
ポ

ー
ッ
振
興
の
た
め
精

進
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
 

と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
佐
々

木
市
長
、
増
田
桓
一
市
体
育
協

会
長
が

「
今
日
の
栄
誉
の
陰
に

は
想
像
も
で
き
な
い
血
と
汗
と

泥
に
に
じ
ん
だ
努
力
の
結
果
が

あ
り
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
 
 

に
、
明
る
く
た
く
ま
し
く
正
し

い
も
の
が
価
値
あ
る
仕
事
が
で

き
る
こ
と
を
自
覚
し
、
五
十
一
一

年
国
体
の
推
進
力
と
な
る
よ
う

切
望
す
る
。
」
と
お
祝
い
の
こ

と
ば
を
の
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
受
賞
者
を
代
表

し
て
伊
藤
金
作
氏
が

「
こ
の
感

激
を
胸
に
ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
努

力
を
さ
さ
げ
た
い
。
」
と
受
賞

の
よ
ろ
こ
び
を
述
べ
ま
し
た
。
 

個
人
は
1
2人
 

葛
西
英
機
（
本
町
）
小
野
京

一
（
一
野
坪
）
清
野
正
純
（
松

野
木
）
佐
々
木
章
子

（
中泉
）
 

石
岡
静
子

（
野
里
）
渋谷
真
紀

子

（
吹畑
）
斎
藤
五
百
子

（栄

町
）
秋
田
勉

（沖
飯
詰
）
棟
方

修
新

（
下平
井
町
）
平
山
久
子
 

（
飯
詰
）
鳴
海礼
子

（
同
）小

田
桐
や
し
子

（
広
田）
 

（
敬称
略
）
 

団
体
、
1
0団
体
 

五
所
川
原
柔
道
会
、
五
所
川

原
野
球
協
会
、
五
所
川
原
ク
ラ

ブ
 
（パ
ス
ケ
 
ッ
ト
ボー
ル
）
 
五

所
川
原
家
政
高
校
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
チ
ー
ム
、
七
和
高
校
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
五
所
川

原
農
林
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
 

ー
ム
、
五
所
川
原
第
一
中
学
校

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
 

五
所
川
原
工
業
高
校
ウ
ェ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
、
五
所

川
原
高
校
空
手
道
チ
ー
ム
、
五

所
川
原
高
校
定
時
制
パ
ト
ミ
ン
 

ト
ン
チ
ー
ム
 
 

単
身
、

寝
た
き
り
老

人
の
火
災
予
防
査
察
 

市
消
防
本
部
は
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
、
十

一
月
十
五
、
十
六
の
両
日
、
ひ

と
り
ね
た
き
り
老
人
家
庭
の
火

災
予
防
査
察
を
行
な
い
ま
す
。
 

最
近
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
全

国
的
な
傾
向
と
し
て
お
と
し
よ

り
の
ひ
と
り
暮
し
や
ね
た
き
り

家
庭
の
火
事
に
よ
る
悲
惨
な
死

醐
傷
事

故
が
激
増
し
て
お
り
、
お

購
と
し

よ
り
の
福
祉
対
策
上
問
題

製
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

，
 

こ
の
た
め
同
本
部
は
、
十
月

二
十
一
日
か
ら

（
十
一月
三
十

日
ま
で
）
行
な
わ
れ
て
い
る
秋

の
火
災
予
防
運
動
の

一
端
と
し

て
、
市
福
祉
事
務
所
の
老
人
家

庭
奉
仕
員
の
協
力
で
消
防
本
部

の
予
防
係
と
合
同
で
巡
回
査
察

を
行
な
う
も
の
で
す
。
 

巡
回
査
察
は
、
ひ
と
り
ね
た

き
り
生
活
を
続
け
て
い
る
市
内

の
お
と
し
よ
り
四
十
三
人
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
 

越谷吉助氏 伊藤金作氏 

潜
の
花
君
よ
島
 

▽
マ
ユ
ミ
 （
ニ
シ
キ
ギ
科
）
 

こ
と
ば
と
し
て
は
、
誰
れ
で

も
知
っ
て
い
る
植
物
で
す
が
、
 

実
物
を
知
ら
れ
て
い
る
方
は
案

外
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
よ

う
か
。
 

五
所
川
原
市
の
山
手
に
入
り

ま
す
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
花
は
緑

色
で
小
さ
く
人
目
を
ひ
く
よ
う
 

ノ
《
 

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

秋
に

つ
け
る
果
は
四
つ
に
裂
け

淡
紅
色
と
な
り
、
枝
い
っ
ば
い

に
垂
れ
さ
が
っ
て
い
る
さ
ま
は

自
然
散
策
者
の
足
を
ひ
き
と
め

て
い
ま
す
。
 

昔
、
こ
の
材
で
弓
を
つ
く
っ

た
こ
と
か
ら
ク
真
弓
4
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
果
の
姿
と
色
が
き

れ
い
で
、
そ
の
名
に
品
が
あ
り

そ
し
て
紅
葉
が
美
し
い
と
き
て

い
ま
す
の
で
、
万
葉
源
氏
の
昔
 
 か

ら
和
歌
に
よ
ま
れ
、
文
章
に

書
か
れ
る
な
ど
現
代
ま
で
続
い

て
き
て
い
る
低
木
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
植
物
が
私
た
ち

の
ク
心
の
花
4
で
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ク
ま
ゆ
み
4
の
名

前
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
一

度
、
実
物
に
お
め
に
か
か
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
と
う
に

よ
い
名
前
で
あ
る
こ
と
を
知
り

自
信
が
わ
い
て
く
る
こ
と
で
し

よ
う
。
 〇

 
〇
 

」

．
 

完納で新しい年を 

固定資産税（第 4 期） 11月30日

保 険 税（第 3期） n月30日

市県民税（第 4期） 12月28日

保 険 税（第 4 期） 12月28日 
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人にはミ内助功労章ミ 

市政ダイヤル 
市政のお知らせをテレビで放
送しております。・ぜひごらん
ください。 

RAB（青森放送）毎週 

土曜日午前10時26分から 

’『文イi、帯褒賞』授与される 

・】・パこ 

一
 
 

加
そ
ー
 

z
ょ
カ

f
．こ
 
屑
、
衣
類
、
ゴ
ム
屑
の
ほ
か
残
 
ま
れ

「
粗
大
ゴ

、、、
」
は
使
え
な
 
一
 

一
 
 
窒

K
 み
の
定
時収
集

飯
、廃
油
、動
物
の
死
体
な
ど
く
な
った
、テ
レビ
、冷
蔵
庫
】
 

ー
 
 
レ

」
十
 
今

月
か
ら
ご
 

骨
、
加
須
、
ゴ
ム
胃

Dほ
か
曳
 
ま
れ

「
粗
大
ゴ
こ
こ
は
使
え
な
一
 

一
 

、o
七
く
ソ
■
り
 
い
ゴ

ミ
、
を
区
別
す
る
ょ
う
望
 
ン
、

空
カ
ン
類
、
野
菜
、
果
物
 
一

一
 
h一
 
「凄
」
詫
与
川縄
雷
」市m準
”
】
」
 ん
で
お
り
ま
す
が
ゴ
ミ
の
種
別
 
類
の
ほ
か
プ

ラ
ス
チ
 
ック
、
同
 
《
 

」
 
わ
曽
「」
”
‘
a
a是
】
撒
」
 
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

洗
剤
容
器
、
汚
泥
、
燃
え
ガ
ラ

ー
 

ー
 

ー
 

．
,．
 

△
お
こ
た
え

v
 

ガ
ラ
ス
、鉄
、陶
磁
器
ク
ズ
に
コ
 
ー
 

一
  
（
 

△
お
た
ず
ね

V
 

「

燃
え
る
ゴ
こ

こ
は
紙

、
 

木
 

 
ン

ク
リ
ー
ト
破
片、

  
な
ど
が
含

一
 

一
 
 
く
 

カ
ー
ー
匡
に噴

1ノ
 
含
み
ま
す
が
残
飯
は
水
切
り
を
 
炊

飯
器
、

自
動
車
、

オ
ー
ト
 
《
 

一
（編
圏

春
「
」
“
っ
 誓
し

乾
燥
した
も
の
で
 卸
ィ家
騒
競
野

湖
瞬
一
 

③
 
一
  
く
 

 

が
二
回
に
な
り
 

含
み
ま
す
が
残
飯
は
水
切
り
を
 
炊

飯
器
、

自
動
車
、

オ
ー
ト
 
ー
 

r・ー

t
i、
“
・Il、
ーiー
‘
ー
t
J？、
ーi
!i‘
ーi
j~
i
i
・
、
ー
i
・ー
“
、

ー
i
I
L
 

一
そ
（で
燃
え
る
ゴミ
』燃
えな
】

「燃
え
な
い
ゴここ
は
ビ
 
われ
蛇望
ー
ー
ュ

i

に
 

一

そ
』」
で
燃
え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
 

「燃
え

な
い
ゴ

ここ
 
は
ビ
 
ま
れ
記
割
 

ロ人口の動きロ 
(9月30日現在） 

総人口 51,931人 
男 25,002人 
女 26,929人

世帯数 13,621世帯 

住民基本台帳から 
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市
が
四
十
七
年
度
か
ら
制
定

し
た

「
文
化
ほ
う
賞
」
 
「
市
ほ

う
賞
」
の
第
一
回
授
賞
式
は
、
 

「
文
化
の
日
」
 

の
十
一
月
三
日

午
前
十
時
か
ら

市
長
公
室
で
行

な
わ
れ
、
佐
々

木
市
長
か
ら
ほ

う
状
と
記
章
が

贈
ら
れ
受
賞
者

の
労
苦
を
た
た

え
ま
し
た
。
 

第
一
回
の
 
「
 

文
化
ほ
う
賞
」
 

は
、
風
土
病
の

究
明
と
文
化
、
 

体
育
の
振
興
に

尽
し
た
増
田
桓

一
氏

（
六
」
D
、
 

廿
市

内
新

町

廿
、
画
壇
に
新
 
 

領
域
を
拓
い
た
伊
藤
正
規
氏

（
 

六
〇
）
廿
市
内
梅
田
出
身
、
東

京
都
在
住
廿
の

ふ
た
り
で
す
。
 

「
市
ほ
う
賞
」
は
、
初
代
市

長
を
つ
と
め
、
地
方
自
治
に
尽

し
た
外
崎
千
代
吉
氏

（
七
五）
 

廿
市
内
旭
町
廿
、
長
年
消
防
活

動
に
従
事
し
た
荒
谷
勝
太
郎
氏
 

（
七
四
）
廿
市

内
中

平
井
町

廿
、
満
百
歳
の
長
寿
を
全
う
し

て
い
る
真
藤
ひ
て
さ
ん
の
三
人

で
す
。
 

授
賞
式
に
は
、
表
彰
推
せ
ん

委
員
十
人
も
同
席
し
、
佐
々
木

市
長
か
ら
受
賞
者
五
人
に
ほ
う

状
と
記
章
が
、
ま
た
四
人
の
夫

人
に
は
内
助
の
功
に
報
い
る
た

め
「
内
助
功
労
章
」
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
 

ほ
う
賞
授
与
の
あ
と
佐
々
木

市
長
は

「
受
賞
者
は
市
民
の
模

範
と
し
て
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ

し
い
方
々
で
あ
り
、
市
民
と
と

も
に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
 

く
 

ま
す
」
 
とあ
い

さ
つ
し
】
ま
し

た
。
 

続
い
て
秋
田
長
兵
衛
市
議
会

議
長
、
村
上
純
一
表
彰
推
せ
ん

委
員
会
会
長
が

「
郷
土
の
た
め

市
民
に
生
き
が
い
を
与
え
た
業

績
は
は
か
り
知
れ
な
い
」
と
お

祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
伊
藤
氏
が

「
今

回
の
ほ
う
賞
を
契
機
と
し
て
、
 

日
本
画
壇
の
た
め
い
っ
そ
努
力

し
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
の
一
同
は
、
最
後
に

リ
ボ
ン
の
つ
い
た
記
章
を
さ
げ

記
念
撮
影
し
た
あ
と
乾
杯
し
て

昔
話
し
に
興
じ
、
喜
び
を
か
み

し
め
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

な
お
受
賞
者
の
増
田
氏
は
仙

台
市
で
開
か
れ
て
い
る
医
学
会

に
参
加
し
て
欠
席
し
た
ほ
か
、
 

真
藤
さ
ん
は
孫
の
本
堂
泰
三
さ

ん
が
代
理
で
出
席
し
ま
し
た
。
 

冷
え
こ
み
が
だ
ん
だ
ん
厳
し

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
摂
氏
四
度
以
下

に
な
り
ま
す
と
、
水
道
管
が
凍

っ
た
り
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
 

と
く
に
ジ
ャ
口
、
 メ
ー
タ

ー
 

ボ
ッ
ク
ス
の
な
か
、
水
道
管
の

立
上
り
部
分
に
注
意
し
不
凍
せ

ん
水
ぬ
き
せ
ん
、
電
熱
せ
ん
な

ど
で
凍
結
を
防
い
で
く
だ
さ
い

▽
水
道
が
凍
っ
て
、
水
が
出

な
く
な
っ
た
ら
、
ジ
ャ
口
の
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。
急

に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す
る
 

堆
肥

生
産
 
に
 

1
一2
 
の
 
補
助
 

市
で
は
四
十
六
年
度
に
引
き

続
き
、
堆
肥
生
産
農
家
に
補
助

金
を
出
し
ま
す
。
 

補
助
の
対
象
に
な
る
の
は
、
 

ー
カ
所
二
十
ァ
ー
ル
分
以
上
の

堆
肥
生
産
に
必
要
な
木
ワ
ク
な

ど
の
資
材
、
石
灰
チ
 
ッソ
な
ど

の
経
費
に
つ
い
て
二
分
の

一
、
 

五
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
。
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら
、
 

破
裂
し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ

を
し
っ
か
り
巻
き
つ
け
、
応
急

手
当
を
し
市
水
道
課
か
近
く
の

市
指
定
の
水
道
業
者
に
修
理
を

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

▽
凍
結
を
防
ぐ
た
め
の
出
し

っ
放
し
を
す
る
と
メ
ー
タ
ー
が

上
が
っ
て
水
道
料
金
が
急
に
高

く
な
っ
た
り
、
浄
水
場
で
い
く

ら
水
圧
を
上
げ
て
水
を
送
っ
て

も
未
端
の
家
庭
ま
で
水
が
届
か

な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
や

め
て
く
だ
さ
い
。
 

喜びの受賞者たち 

「
ー
寒
さ
か

ら
水
道
を
守

り
ま
し
ょ

う

一
 

一
 

水
道
の
冬
じ

た
く

‘
ー
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市 債 (-4状 1-/7. 

-j 90万円（0
移） 現債額 /0億2237万円 

Ldh7年変ー身支会計歳入識出予算幸丸行状I兄 (47. ?.30現在） 

.O 7万円（0, 3X) 

530万円（d.5%) 

イ3/6万円（ /3xフ 

	I d3J8万円 (8.82%) 
予算現額 25億/97/TJ2細 

裏林水婦こ債

術 生 債

民 生 債

消 防 債 

災曽復旧債

総 務、債

上 木債

教 育 債 

2億 c299万Fi(23.8X 	I 

3億自ノ59万円 O".4刀 

3他2/98万円（J6.4幻 

0億円 
~  

ノ 	 2 	 3 	 ダ 

昭和47穣特別館督算者l行状兄 
(e7. 9.30現fr) 

凡 例 

高等看護博院 

『
七
オ
り
 

一・
難
一
 

95万円（22%) 

Z3ノノ万円 

479万円（J6占％) 

灘収N斉額鱗務） 

予算現額 

亥支出斎額帯 p) 

二二】二二こ二こーに二＝こミ喜三二茎ご・～・”・・・・・ーー…に】二二こ三三・燕1二こ二 ""”ー・・”“"...．・‘“ーい”一 一 ー ーー“‘…ー一“ー”一“・・～...”. 

一~ー～ー~ 

歳出 
双入済額 

ノノ億タ功9万5升月 

（執り辞 45'%) 

記i‘消額 

/2億ィ3s7万74-i1 
（執す秤 4 2D 

諾 収入

県支出全 

扮、」旦全及
び須コ旦金、 男 

ず宮侵旧費 a7% 

商工費他扇

衛生青翻1 

消 防貴 52  

公債費詣管 

農糊護業資鰯 

総務費影z2：髪卿 

教育費務2二1多 

民生賞多多る苅多芽 

二木、費多豆務 

喰円 j 支 IlIl 

の 構成ノ総務節 

」ノ ノzm 

上水費 

底5% 

I 
ノ
 

ー
。
‘
  

1
7
 

麟製親 

市 債

多彩国庫支出金 

多多多磁影市 税 

窪亥裂彫％％地方交村税

去」占 jo名Iロ 0億円 

A 

影 

S巨 

0 万円

占000万円 

0 万円 

公桶地秘発吏 

易円 2 
4 6 

扇 
2 3 4 5 6 

シI2億z乃7万円・ 

国民建象保険
停業争足フ 



I 	 歳出  
1議工費‘也 33%  

”雌華貫二同ノノ‘32ブ円 

’肖苗費 5 声  I'ラ以- が

公偵費‘.O% /3150押 

教育費

二木資 

民生貴

総務貴 

縄円 
ノ 2 3 5 6, 

歳入予離！1手 4名・6I円 

歳入 歳入 244t 

か、購総頼 Z33655プ

歳出決算総頼 ヲ7360 

榊媛出差qj機輪 ,9,i93 円 

（織編475裁） 

7q2唐円 

8235言円．議収入 

千円 
9Z"7 収入 

ノ0弓9ノノ円 

，円 
22g500 

8O6I/ 	J4一タ％ 

β 7 6 5 タ 3 2 ノ 

春担全及
び頁担金 

競鷲電

鷲  

曝支出金 

歳出 

地方自治法第243条3第1項の

規定および五所川原市「財政

状況」の公表に関する条例第2 
条により、昭和47年9月30日現

在における財政状況を公表し

ます。 
昭和47年H月10日 

五所川原市長 佐々木栄造 

'“~“”●・ 

一・““ーー．, 	ー， 
～・…ー一一ー一 

ー “・・・・・‘~．,一，,.  

IIxff 
県支盛金0.5 

訪虫ノ＼メ3% 

金乙ク％ 

⑤ 

こ
の
財
政
状
況
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
一
般
、
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
七
年
九
月
三
十
日
現
在

に
お
け
る
執
行
状
況
を
み
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
す
で

に
ご
在
知
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
七
年
度
の
市
政
方
針
は

一
、
行
財
政
と
民
生
の
安
定
、
二
、
産
業
経
済
の
振
興
、
 

三
、
教
育
文
化
の
向
上
、
四
、
都
市
施
設
の
充
実
、
を
柱

に
市
民
生
活
の
安
定
と
市
の
発
展
を
め
ざ
し
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
く
効
率
的
な
予
算
の
執
行

に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
 

皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
市
税
や
国
か
ら
の
補
助
、
交

付
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
起
債
の
状

況
や
財
産
の
保
有
状
況
な
ど

ク
市
の
台
所
4
を
表
わ
す
家

計
簿
で
す
。
 

グ
ラ
フ
を
と
お
し
て
、
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
き

「
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
」
づ
く
り
に
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

溺和46年度＃翻絵計決算 

鰯 乙ノ26Y7P (?.7Z) 

高等看護学院 乙ノ2?7円 

多乙ノ26万円（977%) 

ーーーコ D 万円 

	巨000jF 

a 万円 

国民駆険 
停業勘定J 

昭和46年度ー搬会計決算 

算 	一 324万州 

歳入決算総額（執J捧） 

予算理額 

識麟歓類（執畔） 

只弓刊 

A六用宅取l特米 



保
育
所
（
園
）
の
 

入
所
児
童
を
受
付
 

48年度 

⑥
 

西
北
五
初
の
横
断
歩
道
橋
 

「ポ
プ
ラ
の
橋
」
が完
成
 

国
道
一
〇
一
号
線
の
市
内
田

町
、
南
小
脇
の
通
学
路
に
西
北

五
地
方
で
は
初
め
て
と
い
う
横

断
歩
道
橋

「
ポ
プ
ラ
の
橋
」
が

お
目
見
え
し
ま
し
た
。
 

「
ポ
プ
ラ
の
橋
」
は
、
五
所

川
原
土
木
事
務
所
が
さ
る
七
月

四
日
か
ら
、
総
工
費
九
百
三
十

万
円
で
着
工
し
て
い
た
も
の
で

十
一
月
十
五
日
に
は
完
成
し
ま

す
。
 

橋
の
規
模
は
、
雪
積
を
考
慮

し
て
基
準
ょ
り
高
く
、
路
面
か
 
 

田
町
、

南
小
通

学

路
 

ら
橋
ゲ
タ
ま
で
の
高
さ
が
五
M
 

階
段
を
除
い
た
橋
の
長
さ
は
十

五
M
あ
り
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の

階
段
は
十
一

・
五
O
層
、
巾

一
 

・

五
りM
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

「
ポ
プ
ラ
の
橋
」
に
ふ
さ
わ

し
く
全
体
が
濃
い
グ
リ
ー
ン
色

を
し
て
お
り
、
十
七
日
渡
り
初

め
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

市
で
は
、
昭

和
四
十
八
年
度

の
保
育
所

（
園
 

）
 入
所
の
お
子

さ
ん
の
申
請
を

次
の
要
領
で
受

け
付

け
し

ま

す
。
 

▽
受
付
期
間

昭
和
四
十
七

年
十
二
月
一
日
 

ー
昭
和
四
十
八

年
一
月
十
日

▽
入
所
基
準

就
学
前
ま
で

の
乳
幼
児
で
、
 

家
庭
保
育
が
で

き
な
い
次
の
一
 
 

か
ら
六
ま
で
の
事
情
に
あ
る
家

庭
で
す
。
 

母
親
が
家
庭
以
外
で
仕

事
を
し
て
保
育
で
き
な
い
 

家
庭
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
保
育
で
き
な
い
 

母
親
が
死
亡
、
行
え
不

明
、
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
 

母
親
が
出
産
、
病
気
、
 

心
身
障
害
で
保
育
で
き
な
い
 

病
人
、
障
害
者
が
あ
り

母
親
が
看
護
に
あ
た
る
た
め
保

育
が
で
き
な
い
 

家
庭
の
災
害
で
復
旧
の
 

間
保
育
で
き
な
い
 

▽
受
付
場
所
 
市
福
祉
事
務
 

所

（
電
話内
線
二
六
〇
番
）
 

保
育
所
（
園
）
名
 

▽
柳
町
、
五

所
川
原
保
育
園

定
員
一
二
〇
人

▽
飯
詰
、
若
葉

保
育
園
、
同
六

〇
人
▽
鶴
ケ
岡
 

三
好
保
育
所
、
六
〇
人
▽
湊
、
 

さ
か
え
保
育
所
、
六
〇
人
▽
藻

川
、
藻
川
保
育
園
、
六
〇
人
▽

松
島
町
、
ま
つ
し
ま
団
地
保
育

園
、
六
〇
人
▽
川
山
、
中
川
保

育
所
、
六
〇
人
▽
羽
野
木
沢
、
 

七
和
保
育
園
、
六
〇
人
▽
鎌
谷

町
、
か
ま
や
保
育
園
、
六
〇
人

▽
米
田
、
津
軽
野
保
育
園
、
」ハ

〇
人
▽
梅
田
、
梅
田
保
育
園
、
 

六
〇
人
▽
さ
つ
き
町
、
さ
つ
き

保
育
園
、
六
〇
人
▽
平
和
町
、
 

さ
く
ら
保
育
園
、
六
〇
人
▽
新

宮
団
地
、
新
宮
団
地
保
育
園
、
 

六
〇
人
。
な
お
入
所
決
定
や
受

付
期
間
後
の
受
け
付
け
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
市
福
祉
事
務
所
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

明日をひらく映画の会 

家旅みんなで楽しみ、ためになる映画 

です。お気軽においでください。 

入場は無料です。 

▽と き 11月18日（土） 

午後2時～4時 

▽ところ 市民文化会館ホール 

▽上映映画 

カラースコープ 

「アルプスの少女、ハイジ」アルプス 

の美しい大自然の中に育つかれんなハイ 

ジ、清らかな真心と勇気あふれる名作文 

学の映画化です。 

ひばり、橋の 

「花とけん嘩」 

完成した「ポプラの橋」 

簡易保険、積立貯金 

集金日が11月から変更 

五所川原郵便局の簡易保険、積立貯金の集金日

がn月から次の日程に変更されました。 

指定された集金日が土曜日にあたるときは（ 

）内の上の日に、また日曜日にあたるときは（ 

）内の下の日にそれぞれ集金にお伺いします。 

（五所川原郵便局） 
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国民年金のまど 国
民
年
金
手
帳
は
、
昭
和
四

十
六
年
に
保
険
料
の
納
付
ち
法

を
毎
戸
訪
間
か
ら
、
納
付
7
知

書
に
よ
る
自
主
納
付
に
変
え
た

と
き
、
み
な
さ
ん
か
ら
お
預
り

し
ま
し
た
。
こ
ん
ど
手
帳
の
取

り
扱
い
方
法
が
変
り
、
手
帳
に

検
認
記
録

（領
収
記
録
）
し
な
 

い
。
 

②
、
保
険
料
を
納
付
し
た
と

き
は
領
収
書
を
必
ず
手
帳
に
は

り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

③
、
転
出
の
と
き
は
手
帳
を

持
参
し
、
転
出
先
の
市
町
村
（
 

市
役
所
、
役
場
）
 
へ
転出
届
と

同
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

で
間
い
あ
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い

⑥
、
原
生
年
金
や
、
共
済
組

合
な
ど
他
の
年
金
制
度
に
加
入

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
を
や

め
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
を
や
め
た
と

き
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
 

く
て
も
よ
く
な
 

必
ず
届
け
出
く
 

り
ま
し
た
の
で
 

国
民
年
金
手
帳
が
被
保
険
者
に
 

だ
さ
い
。
 

組
合
長
さ
ん
や
 

返
さ
れ
ま
す
 

⑦
、

保
険
料
 

行
政
連
絡
員
を
 

を
納
付
す
る
こ
 

と
お
し
て
十
一
月
中
に
み
な
さ

ん
に
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
次
の
注

意
事
項
に

留
意
し

て
く
だ

さ

い
。
 

※
注
意
事
項
（
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
）
 

①
、
手
帳
は
粉
失
し
な
い
よ

う
大
切
に
保
管
し

て
く
だ

さ
 

④
、
転
居

（
市内
に
お
い
て

住
所
を
変
え
た
と

き
）

は
転

居
届
と

同
時
に

手
帳
も
提

出

し
て
く
だ
さ
い
。
 
（
こ
の
場
合

住
所
欄
を
訂
正
し
て
交
付
し
ま

す
）
 

⑤
、
保
険
料
の
納
付
記
録
に

不
審
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

手
帳
を
持
参
の
う
え
年
金
係
ま
 

と
が
困
難
な
方
は
、
毎
年
六
月

末
日
ま
で
に
、
保
険
料
免
除
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
申請
用
紙
は
年
金
係
窓
ロ
に

あ
り
ま
す
）
 

⑧
、
そ
の
他
年
金
に
つ
い
て

は
お
気
楽
に
係
へ
お
た
ず
ね
、
 

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

年
越
し
は
さ
っ
ぱ
り
と
 

ー
こ

と
し

も
残
す

と
こ
ろ
わ

ず
か
ー
 

⑧
 

こ
と
し
も
あ

と
残
す
と
こ
ろ

ひ
と
月
余
り
に

な
り
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
に

と
っ
て
こ
と
し

は
ど
ん
な
年
だ
 

っ
た
で
し
よ
う
か
。
楽
し
か
っ

た
こ
と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
、
 

い
ろ
い
ろ
思
い
出
深
い
年
で
あ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

最
近
は
、
こ
と
し
の
十
大
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
も
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
自
分
の

家
庭
内
の
十
大

ニ
ュ

ー
ス
を
作

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う

か
。
 

①
長
男
が
結
婚
し
た
こ
と
②

は
じ
め
て
お
父
さ
ん
が
出
か
せ

ぎ
に
出
た
こ
と
③
娘
が
高
校
に

入
学
し
た
こ
と
④
初
孫
さ
ん
を

見
た
こ
と
。

…
な
ど
を
あ
げ
る

家
庭
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
△
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
V
も
ぜ

ひ
加
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納

期
限
ま
で
に
納
め
て
い
ま
せ
ん
 
 

と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が

も
ら
い
な
い
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
 

そ
こ
で
、
年
を
越
す
前
に
今

年
度
分

（
来
年
三
月
分
ま
で
）
 

の
保
険
料
を
納
め
て
し
ま
い
ま

せ
ん
か
。
し
っ
か
り
納
め
、
さ

っ
ぱ
り
し
た
気
分
で
年
を
越
し

た
い
も
の
で
す
。
 

奥
さ
ん
、
最
近
の
物
価
高
に

は
困
っ
た
も
の
で
す
ね
。
少
し

く
ら
い
給
料
が
上
が
っ
て
も
、
 

こ
れ
で
は
な
ん
に
も
な
り
ま
せ

ん
。
預
金
の
利
子
ょ
り
物
価
が

上
が
る
の
で
は
、
預
金
を
し
て

お
い
て
も
な
ん
だ
し
…
。
か
と

い
っ

て
、
主
人

の
恩

給
や
、
 

年
金
だ
け
で
老
後
が
不
安
だ
し

…
。
そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
に
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
 

ご
主
人
の
年
金
と
は
別
に
、
 

奥
さ
ん
自
身
も
年
金
が
う
け
ら

れ
の
で
す
。
 

国
民
年
金
を
も
ら
う
の
は
ま

だ
先
の
こ
と
、
な
ど
と
思
っ
て

い
ま
し
て
も
、
新
し
い
年
を
迎

え
る
た
び
に
、
年
金
を
受
け
る

日
が
確
実
に
近
づ
い
て
い
る
の

で
す
。
 

自
分
の
老
後
の
た
め
や
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
備
え
て
、
国

民
年
金
の
保
険
料
を
完
納
し
て

お
く
こ
と
は
大
変
大
事
な
こ
．と

で
十
分
あ
な
た
の
家
庭
の

「
十

大
ニ
ュ
ー
ス
」
 の
ひ
と
つ
と
し

て
加
わ
る
資
格
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
か
ら
は
、
老
令
年

金
や
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

遺
児
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
、
 

老
後
の
生
活
に
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
万
が

ー
の
事
故
な
ど
の

場
合
に
も
お
役
に
た
ち
ま
す
。
 

国
民
年
金
で
も
っ
と
も
有
利

な
点
は
、
生
命
保
険
な
ど
と
は

ち
が
っ
て
、
時
代
、
時
代
の
社

会
情
勢
や
、
物
価
な
ど
を
考
え

て
年
金
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
る

こ
と
で
、
こ
れ
は
年
金
制
度
の

役
割
で
も
あ
り
ま
す
。
あ
た
ら

し
く
で
き
た
、
こ
の
増
額
年
金
 

（
所得
比
例
）
 へ
あ
な
た
も
加
 
 

入
の
手
続
き
を
し
、
老
後
の
生

活
の
さ
さ
え
に
し
て
く
だ
さ
い

加
入
の
手
続
き
は
健
康
年
金
課

国
民
年
金
係
で
す
。
 

、
、
、、
、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、・
 

あ
な

た

の
生

活
を
 

保
障
す
る
年

金
制

度
 

こ
の
と
こ
ろ
、
年
金
に
対
す

る
関
心
が
高
ま
り
、
私
達
年
金

係
へ
 
「
今
ま
で
年
金
制

度
の

あ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が

夫
が
務
め
て
い
る
の
で
、
加
入

で
き
な
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い

ま
し
た
」
。
ま
た
、
 
「
こ
こ
数

年
免
除
申
請
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
が
、
保
険
料
の

納
め
方
、
免
除
し
て
い
た
だ
い

た
期
間
を
納
め
た
い
」
。
 
「
い

ま
加
入
す
る
と
六
十
五
歳
で
幾

ら
ぐ
ら
い
、
年
金
が
も
ら
い
る

の
か
」
。
 
「
年
金
制
度
で
は
本

当
に
将
来
、
受
給
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
の
で
す
か
」
。
 

【
「
さ
らに
、
現
在
国
民
年
金
を

受
給
し

て
い
る
多
く
の
人
達

は
、
年
金
制
度
発
足
当
時
の
こ

と
を
思
い
浮
べ
、
 
「
あ
れ
ほ
ど

加
入
を
す
す
め
ら
れ
て
、
や
っ

と
保
険
料
を
納
め
、
知
ら
ぬ
ま

に
十
年
経
過
し
ま
し
た
。
思
い

が
け
な
い
年
金
を
い
た
だ
き
、
 

孫
に
喜
ば
れ
、
月
の
お
小
銭
い

は
あ
ま
る
く
ら
い
で
す
」
。
と

立
寄
っ
て
く
れ
る
顔
、
顔
、

・
・
・
 

。
こ
れ
か
ら
受
給
さ
れ
る

方
々
の
手
続
き
な
ど
、

こ
の
よ

う
に
い
ま
続
々
年
金
係
へ
訪
ね

て
き
て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
従
事
し
て
い
る

わ
た
く
し
た
ち
は
、
長
か
っ
た

こ
ん
に
ち
、
こ
の
よ
う
に
み
な

さ
ん
が
相
談
に
く
る
の
を
ど
ん

な
に
待
っ
て
い
た
こ
と
で
し
よ

う
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
み

な
さ
ん
が
た
自
身
の
老
後
が
保

障
さ
れ
、

つ
ま
り
生
活
を
さ
さ

え
る
こ
と
を
、
国
民
年
金
制
度

は
約
東
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

国
民
年
金
の
ど
ん
な
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
気
楽
に
健
康
年
金

課
国
民
年
金
係
へ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。
 

奥
さ
ん
も
ど
う
ぞ
お
入
り
く
だ
さ
い
 

ー
増
額
年

金
を
す
す

め
ま
す

ー
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